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こども読書活動交流集会 

図書館と県民のつどい埼玉2017 

学校図書館講座 

 
学校司書へのサポート 
 －上尾市図書館の取組－ 

 

講師：久我 昌代氏 

  （上尾市子どもの読書活動支援センター主幹） 

発表：宇野 美津子氏 

  （上尾市子どもの読書活動支援センター） 

発表：佐藤 直子氏（上尾市立平方北小学校） 

発表：成川 裕子氏（上尾市立大石北小学校） 
 

 子どもの読書活動支援センターを開設し、

学校と図書館との連携を進めている上尾市図

書館の取組みについて、センターの久我先生、

宇野先生にお話しいただきました。また、学

校図書館支援員として市内の小学校に勤務さ

れている佐藤先生、成川先生には、実際に学

校でどんな活動をされているのかをお話しい

ただきました。 

 

 

１．子どもの読書活動支援センターの開設と

事業の展開 

 平成 23 年 3 月に「あげお子ども読書プラ

ン（上尾市子どもの読書活動推進計画）」が策

定され、平成 24 年 7 月に子どもの読書活動

支援センターが開設されました。家庭・学校・

地域の読書推進のコーディネーターとして、

上尾市のすべての子どもを本好きにするため

のしかけづくりをはじめました。 

〈家庭に向けて〉 

 ・児童・生徒や保護者などからの読書相談。 

 ・子どもの本に関する催し。 

 ・おはなし会などの情報収集、発信。 

 

〈地域に向けて〉 

 ・児童文庫や、子どもの読書に関する活動

を行う団体に、補助金を交付。 

 ・ボランティアの養成や資質向上のための

講習会の開催。 

 ・ボランティアの紹介。 

 ・ボランティアへのアドバイス。 

 ・学校応援団・親子サークルなどへ出張講

習会の開催。 

 

〈保育所・幼稚園・学校に向けて〉 

 ・学級文庫用の本の巡回。 

 ・「調べ学習用セット」の貸出、配送。 

 ・朝読書や読書タイム、学校の授業での読

み聞かせや、本の紹介。 

 ・学校図書館支援員や司書教諭に向け講習

会の開催。各種相談に応じる。 

 

「読書パスポート」（上尾市イチオシ事業） 

 「読書パスポート」は、小学校入学時の子

どもたちに向けて、①6 年間使えるもの、②

それ自体が読書推進になるもの、③上尾市独

自のもので図書館全体で作るもの、④家庭・

学校・地域で使えるもの、という４つの観点

で考えられました。 

図書館利用カード入れがついていて、図書

館の使い方や調べ学習の仕方、おすすめの本

などの情報提供をするとともに、読書記録を

記入することができ、300 冊の読書記録をし

たら、校長先生に表彰してもらえます。 

読書の成果を学校の先生が認めることで読

書量が増加しました。また、図書館のおはな

し会や読書イベントに参加するとスタンプが

もらえ、図書館利用のきっかけや図書館事業

への参加促進になりました。 
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子どもの読書活動支援センターのセンター

機能により、図書館・家庭・学校・地域のす

べてをコーディネートし、連携させることで、

読書が好きな上尾の子どもを育成しています。 

 

「あっぴぃぶっくるセット本」事業 

 調べ学習用のセットや授業などで使う本の

貸出は従来からやっていましたが、あまり活

用されていませんでした。支援センターがで

き、PR をすることで、年間 2 校ほどだった

利用が、今では年間 40 校と大幅に増えまし

た。しかし、学校向けの団体貸出は、同じ時

期に希望のテーマが集中してしまい、要望に

あった本を提供することが難しくなります。 

そこで、低中高学年各 30 冊の読み物セッ

トを巡回貸出する事業を始めました。2 か月

に一度新しい本のセットが届くことで、子ど

もたちは常に新しい本に触れることができ、

読書への興味が喚起されます。また、読み物

の本を購入するために充当した予算を、学校

図書館でそろえておきたい調べ学習用の図書

購入費に充てられるため、結果として市の予

算の有効活用につながります。 

 

「学校図書館支援員（学校司書）」との連携 

4 月当初の研修のほか、月 1 回の支援員研

修に参加したり、夏休みには市教育研究会図

書館部会と合同で研修を行ったりして、学校

と支援員さんへの支援を行っています。 

〈研修内容例〉 

・市の図書館と学校図書館との違い 

・分類と配架 

・あっぴぃぶっくる本・団体貸出の運用方

法 

・読書パスポートの活用 

・ブックトークや読み聞かせ 

 ・授業で利用・紹介できる本の記録や計画

の仕方 

 ・学校図書館のつくり方（棚の改造） 

 

２．学校図書館支援員の活動 

平成 24 年度より市内小学校全校へ学校図

書館支援員が1校に1人配置されています。 

学校図書館の整備のほか、子どもたちが本

に親しめるように様々なイベントを行ったり、

先生方へ情報提供をしたりと、それぞれ工夫

を凝らしながら活動をしています。 

〈活動の例〉 

・図書館利用オリエンテーション 

 ・調べ学習支援 

 ・市立図書館との連携 

 ・新聞コーナー（大人用、子ども用各１紙） 

・おはなしランチタイム（給食時の放送） 

・朝の読み聞かせ 

・おはなし会 

 ・おすすめの本の紹介 

 ・課題図書の紹介 

 ・読書まつり（読書月間のイベント） 

 ・読書ビンゴ 

 ・図書館クイズ 

 ・本の福袋 

 ・読書で世界めぐり 

  

 

 

4 人の講師の先生の講演・発表の後、参加

者の皆様から先生方への質問や、それぞれの

地域での取り組みなどの情報交換を行い、交

流を深めることができました。 


